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はじめに

近年における教職員の年齢構成の変化，

社会状況や子どもの変化等を背景として，

学校教育に対するニーズの多様化・高度

化はますます進んでおり，各園・学校で

は教職員一人一人の資質能力を一層高め

ることや，組織としての学校に求められ

る人材を育成していくことが，喫緊の課

題となっています。

こうしたことから，教育センターでは，研修の機会を体系的，計画的に提供すると

ともに，各園・学校の校内研修や教職員一人一人の自己研修を支援し，広島市の新し

い教育を実現するために必要となる教職員の資質能力の向上を目指し，取組を展開し

ています。

教育センターにおける研修については，経験年数に応じた研修や，職務に応じた研

修を実施し，研修した内容が日々の教育実践において生かされるよう研修内容の充実

を図るとともに，学校づくりのための人材育成に係る研修を行うことで，教育活動を

円滑に推進し組織を動かすことのできる人材の育成に向けて，その充実を図っていま

す。

また，各園・学校で行う校内研修への支援については，教育センターの指導主事が

年間を通じ，各園・学校へ出向き，授業研究を推進するための校内研修の継続的な支

援を行っています。

さらに，自己研修の支援としては，教育情報を収集・整理し，教育センター内部Ｗ

ｅｂページを通して提供しています。また，月１回の土曜開館や毎週金曜日（長期休

業期間中を除く）の開館時間延長を実施することで，研修の場と機会を提供していま

す。

これからも，各園・学校と連携を図りながら，教育課題の解決，教科・領域等にお

ける学習活動の充実，行政施策の推進などの研究を行うことで，各園・学校の教育活

動のさらなる充実・向上を目指して取組を進めていきます。

今後とも，教職員には不断に最新の専門知識や指導技術等を身に付けていく「学び

の精神」がこれまで以上に必要となっており，教育公務員として，その職責を遂行す

るために絶えず研究と修養に努められることを期待しています。



教育センター事業

１ 基本方針－人材育成－

基礎・基本の確実な定着を図るとともに，規範性・感性・体力・コミュニケーション

能力の４つの力を「まちぐるみ」ではぐくむ広島らしい新しい教育の実現に向け，研修

・研究，教育情報の提供などを通して，教職員一人一人に生涯にわたって必要とされる

資質能力の向上を図り，学校の教育力を高める人材を育成する。

〔生涯にわたって向上させるべき資質能力〕

○ 教育者としての使命感 ○ 教職に対する愛着，誇り，一体感

○ 幼児・児童・生徒に対する教育的愛情 ○広く豊かな教養 ○豊かな人間性

○ 変化の時代を生きる社会人に求められる資質能力

○ 教育公務員としての高い倫理観

○ 人間の成長・発達についての深い理解

○ 教科等に関する専門的知識

○ 実践的指導力 ○ 子ども理解力

○ 教科指導，生徒指導等のための知識，技能及び態度

○ 授業研究に係る知識・技能

○ 教育の在り方に関する適切な理解

○ 教育課題の解決に資するシラバス・年間計画の作成に係

る知識・技能

○ 学習プログラム開発に係る知識・技能

○ 教材・教具の開発に係る知識・技能

○ マネジメントに係る知識・技能

○ 教育関係法規についての理解と活用能力

○ 人間関係づくりに係る知識・技能

○ コーチングに係る知識・技能

○ メンタル管理に係る知識・技能

カリキュラム開発力

授 業 力

学校組織マネジメント力

仕事に対する使命感や誇り 子どもに対する愛情や責任感 常に学び続ける向上心



２ 事業体系
：対象者全員が受ける研修

教職員研修
初 ２ ３ ６ 10 16

１ 教育センター研修事業 任 年 年 年 年 年
者 次 次 次 経 次

実 践 的 指 導 力 の 向 上 を 図 る 研 修 研 教 教 教 験 教
修 員 員 員 者 員

研 研 研 研 研
(1) 経験年数に応じた 修 修 修 修 修

研修（11本）

組織マネジメントに関する視野の拡大を図る研修 ベテラン教員研修

特別支援学級・通級指導教室等担当教員研修（新任・経験者）

情報教育担当者研修（小学校・中学校）

授業研究推進教員研修
教

実 践 的 指 導 力 の 向 上 を 図 る 研 修 司書教諭・学校図書館担当教諭研修

養護教諭研修

職 学校事務職員研修

栄養教諭・学校栄養職員研修，食育推進担当者研修

新任教務主任研修
員

(2) 職務に応じた研修 幼稚園主任研修
（26本） ミドルリーダーとしての資質能力の向上を図る研修

新任生徒指導主事研修 生徒指導推進リーダー研修

の 新任進路指導主事研修

新任保健主事研修

新任学年主任研修
人

特別支援教育コーディネーター研修（新任・経験者）

園長・校長研修（新任・３年次）
材 マ ネ ジ メ ン ト 能 力 の 向 上 を 図 る 研 修

副園長・教頭研修（新任・２年次・３年次））
(3) 教育課題に対応す

る研修（12本）
教育課題の解決に資する実践的指導力の向上を図る研修 授業研究に係る研修

育 人権教育に係る研修
学力・体力向上等に資する実践的指導力の向上を図る研修

平和教育に係る研修
(4) 教科領域等に関す

る研修（51本） 基礎・基本の定着を目指した授業力の向上を図る研修 特別支援教育に係る研修
成

少人数教育に係る研修
学級経営・生徒指導の実践的指導力の向上を図る研修

いじめ・不登校等の予防に係る研修
・

教育行政施策（「ひろしま型カリキュラム」，少人数教育）の推 教育法規研修
進に資する実践的指導力の向上を図る研修

学校における食育を充実するための研修
教 (5) その他の研修

（1本） メンタル管理や人間関係の構築に係る力量の向上を図る研修 「食に関する指導」に係る研修

学校保健研修

職 ２ 初任者研修事業 基礎的素養・学級経営・学習指導・生徒指導等教諭の職務の遂 救急処置に係る研修
（再掲） 行に必要な事項に関する実践的指導力の向上を図る研修

子どもの安全に係る研修

３ 10年経験者研修事業 教科指導・生徒指導・学級経営等に関する内容で関心や課題等 各教科の授業改善に係る研修
員 （再掲） に応じた研修

小学校英語科に係る研修

４ ＩＣＴ活用研修事業 ICTの授業・校務活用のための知識・技能及び情報モラル等の情報教 言語・数理運用科に係る研修
（25本） 育に関する実践的指導力の向上を図る研修 （小学校・中学校）

の
総合的な学習の時間の授業改善に係る研修

５ 学校づくり推進のた 学校運営推進リーダー及び教育活動推進リーダーの早期育成を
めの人材育成研修事 図る研修 道徳教育実践研修
業 （2本）

自 特別活動の授業改善に係る研修
６ 学校評価研修（1本） 学校評価の普及と定着に指導的な役割を果たすことができる人

材育成を図る研修 幼稚園教育に係る研修

７ 教員長期研修事業 特別支援教育に係る研修
己 （推薦） 教科・領域における高度な専門性を有し，教育活動の改善につ （発達・言語・特別な教育課程）

いて他の教員を指導することができる人材の育成を図る研修
８ 指導改善研修事業 学級経営に係る研修

９ その他の研修 生徒指導に係る研修
研

カウンセリングに係る研修
校内研修支援・自己研修支援

子どもの人間関係づくりに係る研修

修 10 授業づくり支援 教師のコミュニケーションスキルに係る
研修

(1) 教育情報拠点整備事業 教育センターWebページによる教育情報の発信
園・校外における研修

支 (2) 教育関係資料整備事業 校内研修・自己研修に資する教育関係資料の整備・貸出 園・校内における研修

宿泊研修
(3) 教育実践サポート 授業づくり等に関する支援

園・校外における研修
援

11 サテライト研修 校内研修活性化及び授業づくり等に関する支援 園・校内における研修

12 随時研修 教育活動推進リーダー育成研修(推薦)
教育センター事業の活用を啓発するための広報

13 土曜開館 学校運営推進リーダー育成研修(推薦)

14 開館時間延長 教 育 行 政 施 策 の 推 進 に 関 す る 研 究 各園・学校で作成した教育実践物の収集・提供
（カリキュラム，学習指導案，学校要覧，紀要，

15 広報活動 シラバス，通知票，等）
教 育 課 題 の 解 決 に 関 す る 研 究

教育に関する図書の収集・貸出
教育研究

教 科 ・ 領 域 等に 関 す る 研 究 教育研究資料の収集
16 教育研究事業

視聴覚資料の収集・貸出
指 定 都 市 教 育 研 究 所 連 盟 共 同 研 究

所報，教育センター便り，館内展示，Ｗｅｂページ等



３ 研修計画

0年 5年 10年 15年 20年 25年 30年

教職員歴 【 職 務 能 力 の 形 成 】 【 職 務 能 力 の 向 上 】 【 職 務 能 力 の 充 実 】 【 職 務 能 力 の 発 展 ・ 円 熟 】

に 各 と 個 ○教育実践の基礎・基本 ○教育実践の基礎 ○教育実践の経験 ○得意分野をもち ○得意分野や個性 ○得意分野や個性を生かしながら広い視

お キ し 々 を身に付け，積極的に教 ・基本に立ち経験 を生かして得意分 個性を発揮しなが を生かしながら広 野に立って，総合的に教育実践を積み重

け ャ て の 育実践に取り組む教職員 を生かして教育実 野づくりや個性の ら創造的に教育実 い視野に立って， ねていく教職員

る リ 教 践の工夫改善に努 伸長に努めながら 践に取り組む教職 教育実践を積み重

教 ア 職 めながら教育実践 創造的に教育実践 員 ねていく教職員

職 ス 員 に取り組む教職員 に取り組む教職員

員 テ

像 ｜ 員 組 ○学校組織の一員としての自覚 ○学校組織の一員としての自覚 ○学校組織のリーダーとしての自覚を ○学校組織のリーダーとしての自覚を深

ジ と 織 をもち，校務遂行の基礎・基本 を深め，校務遂行の工夫改善に もち，校務の状況掌握に努めて，創造 め，広い視野に立って学校経営へ参画し，

し の を身に付け，積極的に担当業 努めて，担当業務の遂行に取り 的に組織を経営していく教職員 総合的に組織を経営していく教職員

て 一 務の遂行に取り組む教職員 組む教職員

初 新 新 ２ ３ ６ 10 16 新 ２ ３ 新 ３

規 規 年 年 年 年 年 任 年 年 任 年

任 採 採 次 次 次 経 次 教 次 次 校 次

指 用 用 教 教 教 験 教 頭 教 教 長 校

者 幼 養 員 員 員 者 員 ・ 頭 頭 ・ 長

稚 護 研 研 研 研 研 副 ・ ・ 園 ・

教 研 園 教 修 修 修 修 修 園 副 副 長 園

教 員 長 園 園 研 長

定 修 員 研 研 長 長 修 研

育 研 修 修 研 研 修

修 修 修

セ 新 任 教 務 主 任 ・ 新 任 学 年 主 任 研 修

研

新任生徒指導・新任進路指導・新任保健主事研修

ン

幼 稚 園 主 任 研 修

タ 修 特 別 支 援 学 級 等 新 規 担 当 教 員 研 修

特別支援教育コーディネーター研修

｜

情 報 教 育 担 当 者 研 修

に ※ ベテラン教員研修

教 務 主 任 ・ 学 年 主 任 研 修

お 一 生 徒 指 導 主 事 ・ 進 路 指 導 主 事 ・ 保 健 主 事 研 修

授 業 ・ 保 育 研 究 推 進 教 員 研 修

け 学 校 栄 養 職 員 ・ 学 校 事 務 職 員 研 修

般 司 書 教 諭 ・ 学 校 図 書 館 担 当 教 諭 研 修

る

養 護 教 員 研 修

研 学級経営実践基礎研修 ※ 授 業 研 究 の 推 進 に 係 る 研 修

研

※ ひろしま型カリキュラムの推進に係る研修 （ 小 学 校 英 語 科 ， 言 語 ・ 数 理 運 用 科 ）

修

教 科 指 導 等 研 修

修 教育課題研修（教育課程，生徒指導，教育方法等に関する課題についての研修）

少人数教育・ひろしま型カリキュラムの推進に係る研修 学級経営に係る研修 いじめの問題に係る研修

Ｉ Ｃ Ｔ 活 用 研 修

教員長期研修 ※ 教 員 長 期 研 修

短期集中研修 ※ 教育活動推進リーダー育成研修 ※ 学校運営推進リーダー育成研修

※ 所属長の推薦が必要となる研修

※「指定研修」：各対象者の全員が受ける研修

「推薦研修」：所属長の推薦等が必要となる研修

「一般研修」：各自が選択希望して受けることのできる研修



４ 研修

(1) 教育センター研修

◎ 広島らしい新しい教育の推進・充実，及び教育関係職員の課題解決や得意分野づくりに結びつくための研修
を行います。

ア 経験年数に応じた研修〔１１本〕
教職経験に応じて，教師として求められる資質能力を総合的に形成，向上，充実，拡充するために行う研修

○ 初任者 ○ ２年次教員 ○ ３年次教員 ○ ６年次教員 ○ １０年経験者
○ １６年次教員 ○ ベテラン教員

イ 職務に応じた研修〔２６本〕
職務内容に応じて，職務遂行に必要な資質能力や実践力を高めるために行う研修

○ 主任・主事
新任教務主任，幼稚園主任，新任生徒指導主事，新任進路指導主事，新任保健主事，新任学年主任

○ 職 務 別
特別支援学級等（新規）担当教員，（新任）特別支援教育コーディネーター，情報教育担当者，
授業研究推進教員，司書教諭・学校図書館担当教諭，養護教諭，学校事務職員，
栄養教諭・学校栄養職員

○ 管 理 職
新任副園長・教頭，２年次副園長・教頭，３年次副園長・教頭，
新任園長・校長，３年次園長・校長

ウ 教育課題に対応する研修〔１２本〕
教育実践上の課題を解決するために必要な資質能力を高めるために行う研修

○ 授業研究 ○ 人権教育 ○ 平和教育 ○ 特別支援教育 ○ 少人数教育
○ いじめ・不登校等の予防 ○ 教育法規 ○ 食育の充実 ○ 食に関する指導
○ 学校保健 ○ 救急処置 ○ 子どもの安全

エ 教科領域等に関する研修〔５１本〕
子どもの「生きる力」をはぐくむために必要な指導力を高めるために行う研修

○ 各教科 ○ 小学校英語科 ○ 言語・数理運用科 ○ 総合的な学習の時間 ○ 道徳教育
○ 特別活動 ○ 幼稚園教育 ○ 特別支援教育 ○ 学級経営 ○ 生徒指導
○ カウンセリング ○ 子どもの人間関係づくり ○ 教師のためのコミュニケーションスキル

オ ＩＣＴ活用研修〔２５本〕
教育実践等に活用できるコンピュータの技能を高めるために行う研修

○ コンピュータ校務活用 ○ 学校Ｗｅｂページ作成・管理 ○ 情報モラル教育
○ ＩＣＴ授業活用 （フラッシュ型教材／プレゼンテーション／デジタルカメラ／電子黒板等ＩＣＴ等）

カ その他の研修〔１本〕

新しい見方や考え方に触れることにより，教育関係職員としての生活をより充実したものにするために行う研修

○ メンタルヘルス

(2) 初任者研修

◎ 新任教員に対して，教育公務員特例法第２３条の規定に基づき，現職研修の一環として，１年間の研修を実
施し，幅広い知見を得させ，使命感を養い，実践的指導力を育成します。

ア 教育センター等における研修（年間２０日）※幼稚園（年間４日）

〔共通研修〕○ 服務研修 ○ 教育実践基礎研修 ○ 施設・他校種等訪問参観研修 等
〔選択研修〕○ 随時研修 ○ 施設等訪問研修 ○ 他校種視察・参観研修 等

イ 宿泊研修（２泊５日）※幼稚園（２泊５日）

○ 事前研修会 ・グループワークトレーニング
○ 宿泊研修会 ・課題解決のためのグループワーク ・レクリエーションの理論と実践

ウ 在勤校における研修（年間１８０時間程度）※幼稚園（１０日程度）

○ 基礎的素養 ○ 学級経営 ○ 学習指導 ○ 生徒指導



(3) １０年経験者研修

◎ 学習指導・生徒指導・学級経営等における，自己の得意分野を自覚するとともに，各分野における指導力を
高めます。

ア 校外における研修（１２日，幼稚園７日）

〔共通研修〕 ○ 全体での研修・・・全校種に共通する今日的な教育課題及び学習指導，生徒指導，学級経
営等に係る専門的事項について研修する。

○ 校種別での研修・・学習指導，生徒指導，教育相談等に係る当面する実践上の課題及びそ
の解決の方途について研修する。

〔選択研修〕 ○ 対象者の個々の関心や課題に係る専門的事項について研修する。

イ 校内における研修（１５日，幼稚園１０日）

○ 学習指導，校務運営，教育課題等に係る専門的事項について，授業実践や校務実践，文献研究等を通し
て研修する。

○ 共通研修の内容を校内研修会等で紹介する。

(4) ＩＣＴ活用研修

◎ ＩＣＴの授業活用・校務活用のための知識・技能及び情報モラル等の情報教育に関する実践的指導力等を育
成します。

ア ＩＣＴ授業活用の推進に係る研修（１８本）

○ フラッシュ型教材授業活用 ○ プレゼンテーションソフト授業活用 ○ デジタルカメラ授業活用
○ 電子黒板等ＩＣＴ授業活用 ○ ここから始めるＩＣＴ授業活用 ○ 情報モラル教育
○ ＩＣＴ授業活用実践

イ 校務の効率化に係る研修（７本）

○ コンピュータ校務活用－Ｅｘｃｅｌ・Ｗｏｒｄ編－ ○ 学校Ｗｅｂページ作成・管理

ウ 情報教育担当者の育成に係る研修（２本）

○ 小学校情報教育担当者 ○ 中学校情報教育担当者

(5) 学校づくり推進のための人材育成研修

◎ 管理職の補佐としての学校運営推進リーダー及び中堅の教育活動推進リーダーを育成します。

ア 学校運営推進リーダー育成研修（共通研修：８日，所属校における個別実践研修：９月～２月）

○ 組織マネジメントに関する講話・講義・演習 ○ 学校管理運営に関する演習 ○ 個別実践研修 等

イ 教育活動推進リーダー育成研修（共通研修：６日，教育センター等における随時研修：９月～12月）

○ 教育指導上の課題解決のための実践演習（授業研究，特別支援教育の推進等）

(6) 教員長期研修

◎ 教科・領域における高度な専門性を有し，授業（保育）実践を分析・評価し，教育活動の改善について，他
の教員を指導することのできる人材を育成します。

ア 教科・領域において高度な専門性を有するための研修

○ 学習指導要領，ひろしま型カリキュラム ○ カリキュラム開発 ○ 実践授業（保育）

イ 授業（保育）実践を的確に分析・評価する力を有するための研修

○ 授業（保育）分析 ○ 授業（保育）評価 ○ 授業（保育）リフレクション

ウ 他の教員の指導に必要な資質能力を有するための研修

○ 人材育成のためのマネジメント ○ コーチング ○ 研修及び若手教員等の指導



５ 校内研修・自己研修支援

(1) 教育情報の収集・整理・提供
ア 内部Ｗｅｂページ（教育情報拠点整備）

◎ 市立学校ネットワーク内に内部Ｗｅｂページ，テレビ会議，動画配信等の機能を構築し，内部Ｗｅｂページ
を活用して，学習指導等を充実させるための教育情報の提供を行います。

（ア）提供する機能と教育情報等（市立学校を対象とする）

○ 動画配信（研修や授業の動画データや収集した動画データ）
○ テレビ会議（テレビ会議システムを用いた多地点テレビ会議）
○ 教育情報の提供（イントラネットによる公開用内部Ｗｅｂページ）
○ 教育センター研修等の様子，受講者の声の随時配信

（イ）情報処理技術者の活用

○ 教育情報拠点の維持・管理 ○ 教育情報拠点利用校への技術的支援及び研修や随時研修の支援

イ 図書資料室整備・授業づくり支援（教育関係資料整備）

◎ 校内研修・自己研修に資する教育関係資料の収集・整備・貸出を行います。

（ア）各園・学校で作成した教育実践物の収集・提供

○ カリキュラム ○ 学習指導案 ○ 学校要覧 ○ シラバス ○ 研究紀要 ○ 通知表

（イ）教育に関する図書の収集・貸出

○ 教育図書，一般図書 ○ 法規 ○ 政府刊行図書（主として文部科学省著作物）
○ 教科書 ○ 年次図書 ○ 教育雑誌，新聞類
※ 貸出は，個人が１人５冊まで２週間以内，団体が１団体１０冊まで３週間以内

（ウ）教育研究資料の収集

○ 教育研究資料（研究紀要・研究集録，要覧・学校記念誌，教育課程及び指導計画関連資料，
各教科・領域等に関する資料，文集・作品集・資料集，研修テキスト・資料 等）

（エ）視聴覚資料の収集・貸出

○ 視聴覚資料（ビデオ教材，被爆体験・戦争体験証言ビデオ 等）
※ 貸出は，個人・団体ともに３点まで１週間以内

ウ 広報活動
（ア） 広報紙の発行

◎ 教育センターが収集した今日的な教育活動についての情報，日々の教育実践に役立つ情報，教育センターの
効果的な活用に関する情報等について，『教育センター案内』，『所報』等を通してお知らせします。

（イ） Ｗｅｂページ

◎ 教育センターが収集した今日的な教育活動についての情報，日々の教育実践に役立つ情報，教育センターの
効果的な活用に関する情報等について，Ｗｅｂページに掲載することで，逐次，お知らせします。

（ウ） 館内展示

◎ 教職員の作品を展示することで，館内に，美的で潤いのある雰囲気が生まれています。
◎ 教育センターが収集している今日的な教育活動についての情報，日々の教育実践に役立つ情報，教育センタ

ーの効果的な活用に関する情報等について，ロビー，３階の授業づくり・カリキュラム開発フロア（授業づく
りコーナー等），研修室で紹介しています。



(2) 教育情報の活用の場の提供
ア 随時研修

◎ 教職員の自己研修や教育委員会関係課等の研修を支援するため，研修施設・機器の貸出を行います。

イ 土曜開館

◎ 教職員の自己研修を支援するため，土曜セミナーの開催，教育実践に関する相談への対応，研修施設・機器
の貸出等を行います。

（ア）土曜セミナーの開催

○ 教科指導（国語科，算数科，数学科，小学校英語科，中学校外国語科） ○ 特別支援教育
○ 人間関係づくり ○ ＩＣＴ活用 ○ 自己啓発

（イ）教育実践に関する相談への対応

○ 授業づくりや学級経営及びＩＣＴ活用等に関する相談への対応

（ウ）研修施設・機器の貸出

○ 図書資料室，授業づくり支援コーナー，教科書センター，各研修室を活用した自己研修支援

ウ 平日の開館時間延長の試行

◎ 教職員の自己研修を支援するため，研修機会の提供や教育実践に関する相談への対応，研修施設・機器等の
貸出等を行います。

エ 教育実践サポート

◎ 電話や来所等により，教育実践に関する相談への対応を行います。

オ サテライト研修

◎ 指導主事が年間を通じて各学校に出向き，各学校の授業研究推進の状況に応じて校内授業研究推進のための
指導・助言及び支援を行います。

（ア）研修の内容例

○ 校内授業研究の進め方と評価について
○ 校内授業研究協議会の進め方について
○ 学習指導案検討
○ 研究授業及び付箋紙を活用したワークショップ型の授業協議会の実際等
○ 研究のまとめ方について
※『授業研究ハンドブック』『授業研究ハンドブックⅡ』『授業研究ハンドブックⅢ』の記載内容に基づく

２階 玄関ロビー ３階 ロビー
（ 教科・領域等に関するコーナー ） （ 授業づくり支援コーナー ）



６ 研究

(1) 指導主事による調査・研究

◎ 市立学校・園の教育実践に即した先行的な調査・研究を行うことにより，緊要な教育課題の解決と市立学校
・園の教育活動の充実・向上に資するため，指導主事が次のような研究を進めます。

ア 授業研究の改善に係る実践的研究

サテライト研修の記録を分析し，授業研究の改善に有効であったと思われる支援事例を整理する。さらに，
指導主事の参考資料として，授業改善のための支援事例集を作成する。

イ 校内における人材育成に関する基礎的研究

「授業力の向上」を人材育成の柱に据えた「若手教員育成のための体制づくり」の容易性と実施状況の関係
について明らかにし，若手教員自身の力量向上に向けた意識についてまとめた先行研究の成果と合わせて，
「若手教員の意識」・「場（機会）の設定」・「支援者」から成る「人材育成モデル仮説」を立案する。

ウ ＩＣＴ授業活用に関する実践的研究

サテライト校の校内研修等を通して学校体制として，ＩＣＴの授業活用にどう取り組めばよいのかを示して
いくものとする。実践事例の収集については，情報教育担当者を中心に行いコンテンツ化し，教育センター内
部Ｗｅｂページに掲載し，校内研修での活用が図れるようにする。

（平成２１年度 研究成果物） （平成２２年度 研究成果物）

(2) 指定都市教育研究所連盟による共同研究

◎ 指定都市教育研究所連盟の第16次共同研究に参加し，共同研究を行います。

ア 児童生徒の意識や実態に係る調査研究

○ 指定都市の子どもたちの姿や思いを探る
－生活や学習に関する継続調査・過去における調査結果との比較を通して－
（児童生徒の学校・家庭・地域社会等における実態や意識について調査・研究をする。）



　７　教育センター内部Ｗｅｂページ

○　ともに見つめ，ともに歩む教育センターの校内研修・自己研修支援

図書資料室・授業づくりカリキュラム開発フロア （３階)

教育センターの研修で発表された実践授業の学習指導案や，各

貸 出

書 籍：１人５冊まで２週間

ビデオ：１人２本まで１週間

返 却

書籍は一度に３冊までなら学校のメール便でも返却

できます。ビデオは破損防止のため，ご持参ください。

カウンターに

貸出簿があ

サテライト研修

指導主事が年間を通して各学校に出向き，各校の状況や

Ｈ２３年実施校（計２６校）

広島特別支援学校 二葉中 戸坂城山小 東浄小 温品小 荒神町

小

教育実践サポート

電話や来所により，授業づくり等に

ついての相談を受け付けています。

土曜開館 平日の開

開館予定日
４／２３，５／２１，６／１８，７
／１６，
８／２０，９／１７，１０／２２，１
１／１９，
１２／１７，１／２１，２／１８，３
／１７

５／６～７／１５，

９／２～１２／１６，

１／６～３／２

※金曜日の

午後８時まで

土曜セミナー（９：００～１１：３

土曜開館にあわせて，経験年数１～

３年目の先生方を中心に授業改善や自

①６／１８ 「授業でＩＣＴを活用してみよう」

②７／１６ 「エンカウンターを生かした人間関係づ

くり」

③８／２０ 「中学校外国語科（英語）の授業づくり」

④９／１７ 「やってみよう！つまずきから考える支

援」

⑤１０／２２ 「先生のためのプレゼン講座」

⑥１１／１９ 「算数科の授業づくりのポイント」

⑦１２／１７ 「小学校英語科の授業を変える！」

⑧１／２１ 「数学科の授業づくりはここから始める」

⑨２／１８ 「国語科の授業を楽しくしよう」

すぐに授業で活用できる教材を

ダウンロードすることができま

す。

研修を受けられな

かった方も，研修ビデ

オをご覧いただけま

す。

研修を深めたい内容

のキーワードを入力

すると，所内の資料

を検索することがで

教育センターで行われた研

修の概略や，写真，受講者

Ｈ２２年度

半角数字で

１９２．１６８．９．１２／

内部ＷＥｂページへのアクセス

昨年度（Ｈ２２）

の研修は８本の

研修を動画でご

覧になれます。



平成２３年度 教育センター研修講師一覧 （５０音順）
※職名は平成２３年４月現在

氏名 所属 職名 研修名

浅野 良一 兵庫教育大学 教授 経験２年次副園長・教頭研修

石原 一彦 岐阜聖徳学園大学 教授 小・中学校情報教育担当者研修
情報モラル教育研修

伊藤 圭子 広島大学 教授 小学校家庭科授業改善研修

内野 悌司 広島大学 准教授 教職経験２年次教員研修
教職経験６年次教員研修

岡野 美紀 尾道市立栗原幼稚園 園長 幼稚園主任研修

岡畠 進 広島市医師会 医師 学校保健研修

大西 恵子 キャリア・コンサルタント 学校事務職員研修

岡田 隆介 こども療育センター 心療部長 (新任)特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ研修
カウンセリング研修

柿岡 玲子 安田女子大学 准教授 幼稚園教育実践研修

梶矢 文昭 ひろしまを語り継ぐ教師の会 初任者研修
新規採用幼稚園教諭研修
新規採用学校栄養教諭研修

勝部 奈美 臨床心理士 教師のためのコミュニケーションスキル演習（基
礎）（発展）

亀川 和典 中国新聞社 ＮＩＥ推進会 教職経験２年次教員研修
議事務局長

亀井 悦子 こども療育センター 聴能言語科長 特別支援教育指導研修（言語障害）

木岡 一明 名城大学 教授 新任副園長・教頭研修

北神 正行 国士舘大学 教授 学校運営推進リーダー育成研修

北原 延晃 東京都港区立赤坂中学校 教諭 中学校英語科授業改善研修（発展）

小西 勝巳 株式会社ヒューネット 代表取締役 経験３年次園長・校長研修

後野 文雄 京都府総合教育センタ スーパーバイ 学校運営推進リーダー育成研修
ー人材育成支援室 ザー

小原 友行 広島大学 教授 小学校社会科授業改善研修（発展）
中学校社会科，高等学校地理歴史・公民科授業改
善研修（発展）

小山 正孝 広島大学 教授 中学校数学科授業改善研修（発展）

財津 伸子 比治山大学 講師 10年経験者研修

榊原 禎宏 京都教育大学 教授 10年経験者研修

佐藤 暁 岡山大学 教授 特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ研修(新任)

澤田 章子 オフィス・インテグラル 10年経験者研修

澤本 和子 日本女子大学 教授 教育活動推進リーダー育成研修
授業研究に係る研修
授業研究推進教員研修

白根 佳雅 オタフクソース 常務取締役 経験３年次副園長・教頭研修

杉山 雅彦 あかつき心理相談研究 教育学博士 10年経験者研修
所 養護教諭 10年経験者研修



氏名 所属 職名 研修名

鈴木 明子 広島大学 准教授 中学校技術･家庭科（家庭分野），高等学校家庭科
授業改善研修

鈴木 由美子 広島大学 教授 小・中学校道徳教育実践研修

李木 明徳 広島文教女子大学 教授 特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ研修（新任・経験者合同）

曽余田 順子 プロコーチ 新任副園長・教頭研修

高橋 泰道 広島文教女子大学 教授 小学校理科授業改善研修(基礎･発展)
中･高等学校理科授業改善研修(基礎･発展)

竹田 契一 大阪教育大学 名誉教授 特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ研修（新任・経験者合同）

田中 秀樹 広島国際大学 教授 メンタルヘルスに係る研修

谷川 攻一 広島大学 教授 救急処置に係る研修

田村 義典 社団法人全国市有物災 支部長 新任園長・校長研修
害共済会中国支部

津島 ひろ江 川崎医療福祉大学 教授 養護教諭研修

坪倉 ひふみ こども療育センター 医師 特別支援教育指導研修（発達障害）

中原 忠男 環太平洋大学 教授 高等学校数学科授業改善研修

鍋島 一仁 中国生産性本部 主任コンサルタント 10年経験者研修

難波 博孝 広島大学 教授 小学校国語科授業改善研修（発展）
中学校国語科授業改善研修（発展）
高等学校国語科授業改善研修

林 孝 広島大学 教授 教育法規研修

福森 武 株式会社サタケ 取締役副社長 教育活動推進リーダー育成研修

藤原 逸樹 安田女子大学 教授 幼稚園教育実技研修

堀田 龍也 玉川大学 教授 ICT授業活用実践研修

正高 信男 京都大学 教授 特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ研修（新任・経験者合同）

松浦 武人 広島大学 准教授 小学校算数科授業改善研修（発展）

松尾 千秋 広島大学 教授 中･高等学校保健体育科授業改善研修

松田 文雄 松田病院 院長（医師） 学校保健研修

三熊 祥文 広島工業大学 教授 高等学校英語科授業改善研修

水中 誠三 水中・三崎法律事務所 弁護士 学校運営推進リーダー育成研修

三根 和浪 広島大学 准教授 小学校図画工作科授業改善研修
中･高等学校美術科授業改善研修

三村 真弓 広島大学 教授 小学校音楽科授業改善研修
中･高等学校音楽科授業改善研修

森 美喜夫 広島市医師会 医師 学校保健研修

山根 英幸 県立広島大学 教授 教職経験２年次教員研修

脇坂 徳男 株式会社イズミ 執行役員人事 学校運営推進リーダー育成研修
総務部長

渡部 徹 特別支援教育士 スーパーバイザー 特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ研修（新任・経験者合同）

渡部 佳美 広島女学院大学 准教授 「食に関する指導」に係る研修
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